
宋
代
の
詩
と
詩
論
に
お
け
る

l

l
蘇
献
を
中
心
と
し
て
l

i

宋
詩
は
尚
理
か

中
国
詩
学
で
は
、
「
詩
は
志
を
言
う
」
(
毛
詩
大
序
)
と
か
、

情
に
縁
り
て
締
腕
に
一
(
陸
機
「
文
賦
」
〉
と
簡
潔
に
詩
の
定
義
を
す
る

伝
統
が
あ
る
。
一
士
一
口
志
は
漢
貌
詩
の
、
縁
情
は
六
朝
詩
の
特
一
演
を
示
し

て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

宋
代
で
は
局
敦
阪
の
「
文
は
道
を
戴
す
る
所
以
な
り
」
(
『
通
警
』

文
辞
)
と
一
一
一
一
口
う
主
張
を
承
け
て
、
道
学
者
の
載
道
説
が
文
章
に
影
響

を
与
え
た
。
こ
の
風
潮
に
反
援
し
た
南
宋
の
厳
羽
は
、
コ
泊
浪
詩
話
』

を
著
し
て
、
「
詩
一
は
情
性
を
吟
詠
す
る
も
の
」
と
定
義
し
、
盛
唐
詩

は
「
惟
だ
興
趣
に
在
る
」
の
に
対
し
て
宋
詩
は
学
識
や
道
理
の
表
明

(注
l
)

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。

明
の
徐
師
舎
も
『
詩
休
明
弁
』
巻
十
・
五
言
律
詩
の
条
に
「
宋
詩

は
理
を
尚
び
て
、
意
輿
に
病
め
り
」
と
し
て
、
宋
代
の
五
一
律
は
全
く

「
音
山
」

に
つ
い
て

j黄

山

伊
勢
雄

採
録
し
て
い
な
い
。
彼
が
尊
重
す
る
唐
詩
は
「
一
篇
の
中
、
情
を
持

べ
景
を
写
す
。
或
は
情
に
国
り
て
以
て
景
に
寓
し
、
或
は
景
に
回
以
り

あ
ら
わ

て
以
て
情
を
見
す
」
景
清
一
致
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
明
の
楊
慎
は
「
麿
人
の
詩
は
情
を
主
と
し
、
三
百
篇
を
去
る

こ
と
近
し
。
宋
人
の
詩
は
理
を
主
と
し
、
三
百
篇
を
去
る
こ
と
却
っ

て
遠
し
」
(
『
升
庵
詩
話
』
巻
四
)
と
、
主
情
に
対
し
て
主
理
は
詩
の
正

道
を
そ
れ
て
い
る
と
見
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宋
詩
は
理
に
過
ぎ
興
趣
に
乏
し
い
と
す
る
見
方
が
後

世
の
定
論
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
多
様
な
宋
詩
を
尚
理
や
主
理
の

一
一
訟
で
決
め
つ
け
る
と
当
然
な
が
ら
見
落
し
が
お
こ
る
。
宋
人
も
ま

た
意
を
重
視
し
た
事
実
と
、
そ
こ
に
言
う
「
意
」
の
概
念
を
吟
味
し

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
蘇
載
が
詩
に
、

~
山
田
題
石
経
疾
=
(
其
の
一
〉

ト主
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葱
祷
門
前
路
葱
落
た
り
門
前
の
路

行
穿
翠
密
中
行
き
て
穿
つ
翠
密
の
中

却
来
堂
上
着
却
っ
て
堂
上
に
来
た
り
着
れ
ば

鍛
谷
一
意
無
窮
巌
谷
意
は
窮
ま
り
無
し

〈注
2
)

(
『
刊
紙
紙
詩
集
』
巻
十
五
、
以
下
詩
集
と
略
称
〉

と
う
た
う
「
意
無
窮
」
は
尽
き
な
い
お
も
む
き
が
あ
る
こ
と
を
言

う
。
ま
た
「
東
陽
の
佳
山
水
、
未
だ
到
ら
ざ
る
に
意
己
に
清
し
」

(
送
銭
藻
出
守
婆
州
得
英
字
、
詩
集
巻
六
)
と
言
う
は
じ
ひ
か
の
意
で
あ

る。
ま
た
北
宋
末
の
呂
本
中
が
「
古
詩
十
九
普
及
び
曹
子
建
の
詩
を
読

む
に
吋
mm
月
我
が
腕
に
入
り
、
流
光
正
に
俳
侶
す
』
の
如
き
の
類
、

み
な

詩
皆
思
い
深
遠
に
し
て
余
意
有
り
、
一
一
一
一
口
尽
く
る
有
り
て
意
は
窮
ま
り

無
し
」
(
呂
氏
支
蒙
訓
)
と
一
七
日
う
「
余
背
中
」
は
余
韻
・
含
蓄
の
意
味
に

用
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
意
の
概
念
に
は
幅
が
あ
り
、
ま
た
詩
論
に
お
け
る
術

は
さ
ら
に
別
の
概
念
が
加
わ
る
。
た
と
え
ば
南
宋
の
貌
慶
之
編

『
詩
人
王
府
』
二
十
巻
(
以
下
玉
婦
と
略
称
)
は
、
巻
六
に
「
命
意
」

の
大
項
尽
を
立
て
、
「
立
意
深
遠
」
「
用
意
精
深
」
な
ど
の
小
項
目
を

用
い
て
い
る
。
こ
の
命
意
・
立
意
・
舟
ぃ
誌
の
追
い
も
検
討
を
要
す
る

点
で
あ
る
。
黄
昇
は
玉
屑
の
序
文
で
「
友
人
税
菊
荘
は
詩
家
の
良
医

つ
く

な
り
。
乃
ち
一
如
意
を
出
し
て
別
に
是
の
続
を
為
る
」
と
、
新
意
(
独

自
の
工
夫
)
を
ほ
め
て
い
る
。
こ
の
新
意
こ
そ
蘇
載
ら
が
追
求
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
も
、
「
意
」
は
宋
詩
及
び
宋

代
の
詩
論
を
考
察
す
る
場
合
の
キ
イ
ワ
}
ド
と
な
ろ
う
。

主
意
と
含
意

宋
初
の
詩
人
は
唐
詩
の
模
倣
を
主
と
し
た
が
、
欧
揚
僑
(
一

0
0

七
l
一
O
七
二
)
と
そ
の
友
人
梅
桑
痘
(
一

O
O二
i

一
O
六

O
)

に
至
っ
て
宋
詩
の
開
拓
が
始
ま
る
。
と
く
に
欧
陽
俺
は
三
ハ
一
詩

話
』
と
い
う
新
様
式
を
創
作
し
、
梅
完
臣
字
は
聖
誌
の
言
を
多
く
書

き
留
め
て
、
詩
濯
を
リ
ー
ド
し
た
。

翠
設
嘗
語
余
白
、
詩
家
雄
一
年
一
意
、
造
語
亦
難
。
若
一
意
一
新
語
工
、

得
入
所
未
道
者
、
斯
魚
善
也
。
必
能
朕
難
寓
之
景
、
如
在
自
前
、

含
不
意
之
一
意
、
見
於
言
外
、
然
後
魚
至
。
(
六
二
一
対
話
、
玉
屑
巻
六
)

こ
こ
で
梅
莞
臣
は
、
詩
の
内
容
の
新
し
さ
、
表
現
の
工
み
さ
に
よ
っ

て
、
先
人
の
ま
だ
表
現
し
て
い
な
い
も
の
を
創
り
出
し
た
作
品
が
最

高
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
「
写
し
難
き
の
景
を
似

あ
ら
わ

す
」
的
確
な
叙
景
と
「
不
尽
の
意
を
含
ん
で
吾
一
口
外
に
見
す
」
含
蓄
の

あ
る
行
意
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
作
例
を
問
わ
れ
た

梅
尭
臣
は
答
え
て
一
一
一
一
口
う
。

作
者
得
於
心
、
覧
者
禽
以
走
。
若
鍛
経
一
柳
塘
春
水
慢
、
花
塙

夕
陽
淫
」
別
天
容
持
態
、
融
和
給
十
議
、
量
不
在
目
前
乎
。
又
如
混
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庭
筒
「
鶏
整
茅
庖
月
、
人
法
板
橋
霜
」
、
資
島
「
怪
禽
時
畷
野
、

落
田
恐
行
人
」
則
道
路
辛
苦
、
続
放
愁
忠
、
量
不
見
於
言
外
乎
。

(
間
前
)

こ
の
厳
維
の
「
酬
劉
団
員
外
見
寄
」
の
頚
聯
は
、
春
の
季
節
感
と
暮
れ

な
ず
む
さ
ま
を
よ
く
捉
え
た
表
現
で
あ
る
と
し
、
混
庭
鋳
の
「
商
山

早
行
」
の
領
聯
と
資
島
の
「
暮
過
山
村
」
の
領
聯
と
は
、
旅
の
つ
ら

さ
や
愁
わ
し
さ
が
景
に
託
し
て
言
外
に
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い

る。
作
者
の
心
情
を
通
し
て
選
び
取
っ
た
景
物
を
組
合
せ
る
と
い
う
知

的
処
理
に
よ
る
構
成
力
(
心
)
を
、
読
者
も
ま
た
想
像
力
(
意
)
を

働
か
せ
て
理
解
し
、
作
者
の
心
情
に
迫
る
の
で
あ
る
。
こ
の
無
形
の

心
情
を
有
形
の
景
物
に
託
し
て
形
象
化
す
る
に
は
、
景
物
の
選
択
と

組
合
せ
に
技
を
安
し
、
そ
れ
を
「
誌
の
工
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
中
・
晩
踏
の
五
律
が
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

古
人
魚
詩
、
貴
於
一
意
在
言
外
、
使
人
忠
市
得
之
。
故
言
之
者
無

罪
、
間
之
者
足
以
戒
乱
。
近
世
詩
人
、
惟
杜
子
美
最
得
詩
人
之
態
。

如
「
閤
破
山
河
在
、
域
春
草
木
深
、
感
時
花
濃
涙
、
恨
別
烏
驚

心
:
一
、
「
山
河
在
ー
一
、
明
無
徐
物
企
〈
。
「
草
木
深
ー
一
、
明
無
人
余
。
花

鳥
一
千
時
可
娯
之
物
、
見
之
市
泣
、
関
之
市
恐
、
則
時
可
知
失
。
飽

山
昨
日
類
比
、
不
可
綿
製
。
〈
迂
史
、
玉
府
巻
六
〉

こ
れ
は
司
馬
光
(
一

O
一
九

l
一
O
八
六
)
の

の
諮
問
で
#
の
る
。

司
馬
光
は
六
一
詩
話
を
つ
ぐ
意
味
か
ら
そ
の
著
に
「
統
詩
話
」
と
名

づ
け
た
が
、
の
ち
「
混
公
詩
話
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
、
迂
受
は
そ
の

号
。
こ
こ
に
「
意
の
一
一
一
一
口
外
に
在
る
を
貴
ぶ
一
と
は
、
社
甫
の
「
春
望
」

を
例
と
し
て
ヰ
一
一
口
う
の
を
見
る
と
、
作
者
が
詩
想
を
主
題
化
し
て
表
現

す
る
と
き
、
意
味
内
容
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
一
諮
問
や
行
間
に
ひ

そ
ま
せ
た
余
意
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
読
者
が
よ
く
考
え
て
発

掘
す
べ
き
含
蓄
の
一
一
種
で
、
知
に
属
す
る
。
こ
れ
が
社
詩
に
多
い
と

す
る
評
価
は
、
宋
人
が
社
詩
を
極
め
て
高
く
-
評
価
す
る
風
潮
の
先
駆

と
い
え
よ
う
。
そ
の
評
価
が
言
外
の
意
に
基
づ
い
て
い
る
の
は
注
意

し
て
よ
い
。

三
番
目
に
現
れ
る
の
は
、
劉
放
(
一

O
二
二
l

一
O
八
八
)
字
は

貢
甫
の
「
劉
貢
甫
詩
話
」
〈
「
中
山
詩
話
」
と
も
い
う
)
で
あ
る
。
そ
の

中
の
一
条
に
言
う
。

(
片
山

3
)

詩
以
一
意
祭
主
、
文
詞
次
之
。
一
意
深
義
高
、
雄
文
詞
卒
易
、
自
是

奇
作
。
世
人
見
古
人
語
句
卒
易
、
仇
徴
之
一
間
不
得
其
一
意
義
、
使
入

蔵
野
、
可
笑
。
(
劉
貢
甫
詩
話
、
玉
屑
巻
六
)
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は
、
意
乃
至
意
義
が
文
-
詞
と
対
比
さ
れ
、
表
現
よ
り
内
容
が

一
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
心
情
で
は
な
く
論
理
的

で
倫
理
的
な
意
味
内
容
で
あ
る
。
作
品
の
意
図
と
言
い
換
え
て
も
よ

い
。
そ
れ
は
野
誌
で
な
く
典
雅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

'-

の



新
意

司
馬
光
が
詩
経
の
「
詩
人
の
体
」
を
持
出
し
、
劉
放
が
意
深
義
高

と
次
第
に
載
、
遊
説
に
近
づ
い
て
い
く
の
を
引
き
も
ど
し
て
、
欧
陽
符

と
梅
発
症
の
詩
論
の
延
長
線
上
に
宋
詩
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
両
者

の
門
人
の
蘇
紙
(
一

O
三
六
i

一一

O
一
〉
、
号
は
東
坂
で
あ
っ
た
。

彼
の
詩
に
は
し
ば
し
ば
「
意
」
の
誌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
意

う
の
動
詞
は
別
に
し
て
、
名
詞
の
場
合
に
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
以
上
に

味
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

ね
ん
ご
ろ
あ
い
ゆ
る

詩
来
苦
相
箆
詩
来
た
っ
て
苦
に
相
寛
う
す

子
一
意
遠
可
射
子
が
意
遠
く
し
て
射
る
可
し

(
次
韻
子
出
除
日
見
寄
、
詩
集
巻
一
ニ
)

弟
蘇
轍
に
「
君
の
気
持
は
遠
く
に
い
て
も
よ
く
判
る
」
と
い
う
、

の
意
は
心
情
に
近
い
。

策
杖
無
道
路
杖
を
策
い
て
道
路
と
無
く

直
浩
意
所
使
誼
だ
意
の
使
と
す
る
所
に
造
る

(
懐
四
湖
寄
晃
北
大
叔
向
年
、
詩
集
巻
十
三
〉

こ
れ
は
そ
の
時
の
「
気
分
」
を
さ
し
て
い
る
。
蘇
詩
の
中
で
「
歓
意
」

「
放
意
」
「
述
意
」
と
熟
し
た
場
合
も
や
は
り
気
分
的
な
こ
こ
ろ
を
内

容
と
し
て
い
る
。

戸

一

J

」、

中

j

J

J

>-
」ー

自
言
其
中
有
歪
柴
自
ら
言
う
其
の
中
に
至
楽
有
り

遺
一
意
無
異
遺
逢
遊
意
に
適
う
こ
と
遺
蓬
遊
に
異
な
る
無
し
と

(
石
蒼
辞
静
墨
堂
、
詩
集
巻
六
)

の
「
適
意
」
は
、
快
適
な
気
分
を
表
面
の
意
味
と
し
な
が
ら
も
、
荘

子
の
超
俗
的
な
精
神
性
を
背
後
に
持
つ
点
で
特
異
な
語
で
あ
る
。
同

じ
詩
の
中
で
、
石
蒼
釘
の
口
ぐ
せ
(
「
其
中
」
以
下
)
を
か
ら
か
う

よ
う
に
、
君
が
収
蔵
し
て
い
る
私
の
蓄
な
ど
は
、

我
露
間
一
意
造
本
無
法
我
が
書
は
意
造
に
し
て
本
法
無
し

黙
皆
一
旦
信
手
類
推
求
点
画
手
に
信
せ
て
推
求
を
煩
わ
す

手
本
な
し
の
勝
手
流
で
、
一
点
一
一
幽
も
手
ま
か
せ
で
見
る
人
に
何
の

字
か
あ
れ
こ
れ
判
読
を
煩
わ
せ
て
い
る
代
物
だ
と
言
う
。
こ
の
「
意

造
」
は
、
自
分
の
あ
た
ま
で
勝
手
に
造
り
出
す
こ
と
で
、
意
は
臆
と

同
じ
く
あ
れ
こ
れ
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

大
体
、
蘇
献
は
詩
・
警
・
一
間
の
制
作
に
お
い
て
は
意
の
働
き
を
重

視
す
る
。詔

一
意
於
物
、
往
往
成
趣
。
(
鼠
文
与
可
論
革
審
後
、
『
蘇
献
文
集
』
、

以
下
文
菜
、
と
略
称
、
巻
六
十
六
)
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思
い
つ
め
て
物
を
見
つ
め
て
い
る
と
面
白
い
着
想
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
、
自
然
界
の
事
象
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
創
作
に
新
し
い
趣
向
を
示

そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
芸
術
に
お
け
る
独
自
の
工
夫
(
新
意
)
は

蘇
紙
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。



常
一
間
初
鉱
山
意
於
嘉
、
乃
嘉
爾
。
:
:
:
吾
害
雌
不
甚
佳
、
然
自
出
一
新

、
不
践
古
人
、
是
一
快
也
o

(
評
草
書
、
文
集
巻
六
十
九
)

は
初
め
か
ら
う
ま
く
脅
こ
う
と
い
う
気
持
が
な
い
ほ
う
が
、
う

ま
く
書
け
る
。
(
中
略
)
私
の
警
も
あ
ま
り
う
ま
く
は
な
い
が
、
自

分
で
新
し
い
工
夫
を
し
て
、
古
人
の
真
似
ご
と
を
し
な
い
。
そ
の
点

が
一
つ
の
誇
り
だ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
蘇
献
は
こ
の
「
新

意
」
の
有
無
を
評
価
の
基
準
と
し
て
い
た
。

顔
公
一
礎
法
出
一
謝
意
顔
公
法
を
変
じ
て
新
意
を
出
だ
し

制
筋
入
骨
如
秋
股
細
筋
骨
に
入
り
て
秋
鷹
の
如
し

。
凶
作
事
老
翠
妙
亭
詩
、
汗
集
巻
八
〉

と
比
倫
を
用
い
つ
つ
顔
真
仰
の
革
新
を
説
く
。
ま
た
、

榔
少
一
副
知
一
問
、
本
出
於
顔
、
一
間
能
自
出
新
一
志
、
一
字
百
金
、
非
虫

語
也
。
其
言
心
正
則
筆
正
者
、
非
猫
誠
一
棟
、
理
問
然
也
。
世
之
小

人
、
書
字
雌
工
、
一
間
其
一
料
情
、
終
有
限
舟
側
縮
之
張
。
(
書
官
氏
六

家
一
部
間
後
、
文
集
六
十
九
)

顔
真
卿
の
流
れ
を
汲
む
柳
公
権
も
ま
た
独
自
の
工
夫
を
し
た
と
ニ
一
一
口

ぅ
。
彼
は
穆
宗
に
筆
法
を
問
わ
れ
、
「
用
筆
は
心
に
在
り
、
心
正
し

け
れ
ば
別
ち
筆
正
し
」
と
答
え
て
腕
曲
に
諭
し
た
(
『
侶
唐
書
』
巻
百

六
十
五
、
榔
公
紳
伝
附
弟
公
権
伝
)
よ
う
に
、

精世
ネ[ドの
性つ
のま
、ら

正
心
を
基
本
と
し
た
。

は
、
一
見
う
ま
そ
う
だ
が
、
よ
く
見
る
と
そ
の

せ
か
せ
か
と
威
張
り
散
ら
し
卑
屈
に
ご
ま
を
す
る
俗
物

で
し
か
な
い
と
、
蘇
献
は
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

心
・
神
情
つ
ま
り
精
神
性
が
新
意
の
根
鼠
を
な
し
て
い
る
か
ら
革

新
は
技
の
工
夫
の
み
で
は
成
功
し
な
い
。

吟
岐
出
一
耕
一
定
吟
岐
し
て
新
し
き
意
を
出
だ
し

さ

吉

の

つ

指
宣
想
前
撫
指
回
し
て
前
の
撫
を
想
う

(
次
韻
和
劉
黄
山
町
〈
設
寅
楼
見
寄
並
寄
子

zm二
首
、
其
二
、
詩
集
巻
十

九
)

沼
樹
、
笛
設
起
於
江
上
。
客
有
郭
・
士
口
二
生
、
頗
知
一
音
、
謂
坂

田
、
笛
整
有
一
新
去
、
非
俗
ヱ
也
。
使
人
間
之
、
則
進
士
李
委
。
関

坂
生
日
、
作
新
曲
巴
鶴
南
飛
以
獄
c
(
李
委
吹
笛
井
引
、
詩
集
巻
二
十

一

)
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得
自
然
之
数
、
不
差
翠
末
、
出
新
一
意
於
法
度
之
中
、
寄
妙
理
於

豪
放
之
外
、
所
謂
瀞
刀
絵
地
、
運
斤
成
風
、
蓋
古
今
一
人
市
己
。

(
書
呉
道
子
直
後
、
文
集
巻
七
十
)

-
音
楽
・
絵
画
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
新
意
」
を
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
一
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
中
国
の
芸
術

に
お
け
る
革
新
の
あ
り
方
の

υ

典
型
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
伝
統
を
破
壊

し
て
自
由
に
新
様
式
を
創
り
出
す
の
で
は
な
く
、
伝
統
を
踏
ま
え
な

が
ら
文
化
遺
産
を
最
大
限
利
用
し
つ
つ
そ
こ
に
独
自
の
工
夫
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
民
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
芸
術
の
革
新
に

は
技
法
の
・
革
新
を
伴
う
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
百
工
(
職
人
)
の

台、



技
の
み
の
新
し
さ
と
し
て
評
価
し
な
い
。
君
子
の
精
神
主
義
に
よ
る

新
し
さ
を
善
し
と
す
る
。
蘇
紙
が
新
意
を
重
視
す
る
所
以
で
あ
る
。

そ
の
新
意
は
自
然
の
法
則
(
道
理
)
に
煩
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
意
が
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
が

故
に
尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
ロ
雛
不
諮
問
書
吾
は
書
を
諮
問
く
せ
ず
と
難
も

c
'と
曹

し

擁
護
莫
如
我
喜
を
焼
る
は
我
に
如
く
も
の
莫
し

有
能
遁
其
一
意
荷
く
も
能
く
其
の
意
に
通
ず
れ
ば

常
謂
不
同
学
可
常
に
謂
え
ら
く
学
ば
ず
し
て
可
な
り
と

(
次
韻
子
出
論
替
、
詩
集
巻
五
)

卦
一
同
法
を
論
じ
た
詩
の
中
で
、
蘇
献
は
警
は
臨
翠
し
て
技
法
を
学
ぶ

よ
り
も
替
の
根
本
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
と
す
る
。
右
の
詩
の
「
王

註
、
発
卿
日
」
に
「
魯
直
常
に
謂
う
、
東
坂
心
通
じ
て
、
翰
墨
の
外

に
得
た
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
警
の
大
家
黄
庭
竪
も
蘇
紙
の
警
は
万

物
の
理
に
通
じ
て
い
る
と
認
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
警
論
が
出
る
の
は
、
彼
ら
宋
代
の
士
大
夫
が
、
万
物
の

理
(
道
の
本
質
)
は
根
本
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
共

有
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

物
一
理
也
。
通
其
意
附
州
知
…
適
部
不
可
。
分
科
而
館
、
隆
之
衰
也
。

占
色
部
輩
、
宣
之
随
也
。
和
・
緩
之
盤
、
不
別
老
少
。
曹
・
呉
之

室
、
不
探
人
物
。
諮
披
長
於
走
期
可
、
日
能
是
不
能
是
則
不
可
。

世
之
室
田
、
薬
不
乗
隷
、
行
不
及
革
、
殆
未
能
通
其
一
意
者
也
。

如
君
謀
長
行
革
隷
、
無
不
如
意
、
其
遺
力
徐
一
意
、
愛
信
周
飛
'
自
。

可
愛
市
不
可
用
子
。
非
逼
其
一
意
、
能
如
是
乎
。
(
政
君
議
飛
白
、
文
集

巻
六
十
九
)

蘇
紙
は
言
う
、
物
の
道
理
は
根
本
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
、

一
つ
の
本
質
を
心
得
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
う
ま
く
こ
な
せ
る

と
。
万
物
の
理
と
す
べ
て
の
芸
は
根
本
的
に
一
体
で
あ
る
。
た
と
え

ば
左
伝
に
見
え
る
名
医
の
医
和
と
医
緩
は
患
者
の
老
若
を
関
わ
ず
す

べ
て
の
病
気
を
診
た
。
医
者
が
専
門
に
分
科
し
た
の
は
医
術
の
衰
え

に
倍
な
ら
な
い
。
ま
た
絵
画
で
は
大
家
の
膏
不
興
と
呉
道
子
は
、
人

と
物
い
ず
れ
も
う
ま
く
描
い
た
。
画
の
彩
色
を
こ
の
物
に
は
こ
れ
と

定
め
て
施
す
の
は
通
俗
の
低
級
な
画
で
し
か
な
い
。
あ
の
人
は
こ
れ

が
得
意
だ
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
の
は
か
ま
わ
な
い
が
、
こ
れ
が
出
来
て
あ
れ

は
出
来
な
い
と
言
わ
れ
る
の
は
よ
く
な
い
。
今
の
書
家
で
、
装
警
は

書
け
て
も
隷
警
は
輩
出
け
ず
、
行
蓄
は
書
け
て
も
革
審
ほ
ど
で
は
な
い

と
い
う
の
は
、
多
分
書
道
の
本
質
が
ま
だ
判
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。

そ
の
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か
く
平
一
一
口
う
初
め
の
「
其
の
意
に
通
ず
」
は
万
物
の
理
を
自
得
す
る

こ
と
で
あ
っ
、
後
の
そ
れ
は
警
道
の
本
質
を
白
ノ
得
す
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
て
物
の
理
と
警
の
意
は
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

茶
君
設
の
場
合
は
、
措
行
革
隷
の
ど
の
護
法
も
意
の
ま
ま
に
こ
な



せ
て
、
そ
の
筆
力
と
若
想
力
の
余
力
が
一
転
し
て
飛
自
の

た
。
彼
の
す
ば
ら
し
い
警
は
鑑
賞
で
き
て
も
、
警
の
本
質
を
自
得
し

て
い
な
い
者
に
は
、
そ
の
真
似
は
で
き
な
い
。

一
分
科
の
専
門
家
は
表
面
を
描
く
こ
と
し
か
出
来
な
い
。
専
門
化

し
回
定
化
す
る
と
、
そ
の
道
の
全
一
的
な
生
命
の
躍
動
を
失
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
根
源
的
に
は
一
体
で
あ
る
万
物
の
道
理
を
全
一

的
な
ま
ま
に
会
得
す
る
、
つ
ま
り
天
地
の
心
を
己
が
心
と
す
る
こ
と

が
、
ど
の
芸
術
に
お
い
て
も
根
底
に
据
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
蘇
献
の
芸
術
観
の
基
本
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
万
物

の
理
を
自
得
す
る
た
め
に
は
、
理
の
遍
在
す
る
自
然
の
景
物
と
向
い

合
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
景
物
の
背
後
に
在
る
大
い
な
る
造
物
の

意
(
理
)
を
会
得
す
る
た
め
に
で
あ
る
。

蘇
献
の
詩
に
外
物
、
が
意
を
有
し
て
い
る
と
す
る
表
現
が
多
く
見
ら

れ
る
の
も
右
の
認
識
と
通
底
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
っ

此
身
路
造
物

一
葉
舞
彰
狩

此
の
'
身
造
物
に
随
い

一
一
葉
滋
済
に
舞
う

泉
流
知
人
一
意
泉
流
は
人
意
を
知
り

屈
折
作
詩
瀬
屈
折
し
て
濡
激
を
作
す

(
韓
子
華
石
涼
荘
、
詩
集
巻
九
)

阻
…
照
究
生
物

照
烈
と
し
て
生
物
を
覧
れ
ば

春

意

破

凄

冷

凄

冷

を

破

る

(
虎
丘
寺
、
詩
集
巻
十
一
〉

焔

花

己

作

青

春

一

窓

己

に

作

す

青

春

の

意

霜

雲

偏

一

等

病

客

薮

偏

り

尋

ぬ

病

客

の

J

嶺

(
除
夜
野
宿
常
州
域
外
二
首
・
其
二
、
詩
集
巻
十
一
〉

細
雨
作
寒
知
有
意
細
雨
寒
を
作
す
は
意
有
る
を
知
る

未
数
金
菊
出
窓
蓬
未
だ
金
菊
を
し
て
議
蓬
よ
り
出
で
し
め
ず

(
八
月
十
七
日
復
登
盟
十
一
海
楼
自
和
前
篇
:
・
、
五
首
・
其
五
、
詩
集
巻

焔
花

八
)

こ
れ
ら
は
み
な
外
物
が
意
向
を
も
っ
て
(
多
く
の
場
合
善
意
を
も

っ
て
人
の
た
め
に
)
働
き
か
け
て
く
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
「
青
春
意
{
一
「
春
意
」
は
働
き
か
け
の
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
の
予
兆

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
背
後
に
在
る
造
物
の
の
表
れ
で
も
あ
っ

}
」

O

一
/
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雲
裏
開
花
却
[
回
一
応
遅
一
室
長
花
を
開
く
こ
と
却
っ
て
是
れ
遅
し

何
如
濁
占
上
春
時
何
如
ぞ
独
り
占
む
る
上
春
の
時

也
知
造
物
含
深
一
意
也
た
知
る
造
物
の
深
意
を
含
む
を

ひ
ら

故
輿
施
朱
護
妙
姿
故
に
朱
を
与
施
し
て
妙
姿
を
発
く

(
紅
梅
三
雷
・
其
二
、
詩
集
巻
二
十
一
〉

物
や
造
物
が
人
の
意
を
知
り
、
ま
た
人
が
物
や
造
物
の
意
を
知
る

と
す
れ
ば
、
両
者
の
間
に
交
感
あ
る
い
は
意
の
交
流
が
可
能
で
あ
っ



た
こ
と
に
な
る
。

達
子
窮
愁
天
有
意
子
を
し
て
第
愁
せ
し
む
る
は
天
に
意
有
り

・も
'ζ

呉
中
山
水
要
潜
詩
呉
中
の
山
水
清
一
詩
を
要
む
れ
ば
な
り

(
和
晃
同
年
九
日
見
答
、
詩
集
巻
十
四
)

蘇
紙
は
、
人
の
不
遜
も
一
大
が
そ
の
詩
才
を
惜
し
ん
で
呉
の
山
水
の

美
景
に
ふ
さ
わ
し
い
清
詩
を
作
る
機
会
を
与
え
た
も
の
だ
と
一
一
一
一
口
い
、

そ
の
」
善
意
を
疑
わ
な
い
。

也
知
造
物
有
深
一
意
也
た
知
る
造
物
に
深
意
有
る
を

こ
と
さ
ら

故
遺
佳
人
在
笠
谷
故
に
佳
人
を
し
て
空
谷
に
在
ら
し
む

(
寓
居
定
葱
院
之
束
、
雑
花
満
山
、
有
海
裳
一
株
、
土
人
不
知
安
虫
、

詩
集
巻
二
十
)

彼
の
故
郷
の
花
で
あ
る
海
菜
が
こ
の
配
所
に
咲
い
て
い
る
の
は
造

物
の
深
い
配
慮
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

吾
傍
流
落
量
天
一
意
五
口
傍
の
流
落
宣
に
天
意
な
ら
ん
や

お
と
し
い

自
坐
迂
悶
非
人
携
自
ら
迂
闘
に
坐
す
人
の
携
れ
し
に
非
ず

(
与
子
出
向
遊
架
渓
西
山
、
詩
集
巻
二
十
〉

彼
は
、
自
身
の
不
遇
も
天
や
他
人
の
せ
い
で
は
な
い
と
、
罪
を
ま

っ
た
く
己
の
せ
い
に
帰
し
、
天
を
怨
む
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
天
に
悪
意
を
感
ず
れ
ば
、
そ
の
人
と
の
交
流
は
成
立
し
得
な

、。
tv 

一
五
来
、
中
国
の
詩
人
の
題
材
は
自
然
(
景
)
と
人
事
(
情
)
が
主

で
あ
り
、
宋
人
も
「
人
情
を
吟
詠
し
、
物
景
を
模
写
す
」
(
活
温
詩
娘
、

玉
屑
巻
一
ニ
)
と
か
「
人
の
情
意
、
物
の
容
態
、
二
匂
こ
れ
を
尽
く
す
」

(
遺
珠
、
玉
屑
巻
三
)
と
か
言
う
よ
う
に
、
人
の
清
と
物
の
景
の
二

要
素
を
主
と
し
た
。
こ
う
し
た
心
構
と
景
物
を
つ
な
ぎ
通
わ
せ
る
の

が
「
意
」
で
あ
り
そ
の
働
き
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

吟
詩
莫
作
秩
姦
整
詩
を
吟
ず
る
に
作
す
莫
か
れ
秋
虫
の
芦

天
公
怪
汝
鈎
物
構
天
公
汝
が
物
情
を
鈎
す
る
を
怪
し
み

使
汝
未
老
華
髪
生
汝
を
し
て
未
だ
老
い
ざ
る
に
華
髪
を
生
ぜ
し

む

芝
蔚
得
雨
蔚
青
青
芝
関
雨
を
得
て
蔚
と
し
て
青
青
た
る
に

(
次
韻
劉
究
口
径
、
詩
集
巻
十
六
)
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季
節
に
反
し
て
物
情
を
ひ
っ
か
け
よ
う
と
し
、
ま
た
駄
の
虫
の
音

の
よ
う
に
悲
哀
の
詩
ば
か
り
を
う
た
っ
て
い
る
と
、
天
は
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
白
髪
を
は
え
さ
せ
る
と
い
う
い
た
ず
ら
を
す
る
。
こ
れ
は

詩
に
悲
亥
ば
か
り
を
う
た
う
こ
と
を
忌
む
宋
人
の
風
潮
を
背
景
に
出

た
匂
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
王
安
右
は
、
「
文
章
は
尤
も
悲
哀
を
数

う
る
を
忌
む
」
(
李
部
下
第
)
と
一
一
一
一
口
っ
た
。
そ
れ
を
諮
諮
的
に
表
現

す
る
と
こ
ろ
に
蘇
紋
の
特
色
が
あ
る
。
な
お
「
新
一
一
一
付
説
き
尽
く
す
万

物
の
情
」
ハ
次
韻
婆
観
秀
才
見
贈
・
・
詩
集
巻
十
六
)
と
門
人
秦
観
の
詩
を

ほ
め
た
勾
に
万
物
の
情
と
い
い
、
前
の
匂
に
物
情
と
い
う
情
は
意
と

同
じ
く
物
の
本
質
を
き
し
て
い
う
。
軽
く
す
れ
ば
物
に
備
わ
る
こ
こ



ろ
と
解
し
て
も
よ
い
。

こ
う
し
た
人
と
物
と
の
関
係
の
論
は
、
『
文
心
離
龍
』
第
四
十
六

物
色
篇
に
自
然
と
文
学
の
関
係
を
説
く
の
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

劉
拠
は
そ
の
結
論
と
し
て
賛
に
臼
う
、

山
沓
水
匝
、
樹
雑
一
山
一
一
一
試
合
、
目
既
往
還
、
心
亦
吐
約
。
春
日
遅
遅
、

秋
風
瀦
郷
、
情
往
似
贈
、
興
来
如
答
。

山
は
重
な
り
水
は
め
ぐ
る
。
樹
、
々
が
茂
り
合
い
、
雲
、
が
行
き
交

う
。
そ
う
し
た
J

自
然
の
景
物
と
文
人
の
限
が
交
感
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
心
は
気
を
吐
き
ま
た
吸
い
こ
む
よ
う
に
活
授
に
動
い
て
、
精
神

の
新
陳
代
謝
を
な
す
。
春
の
日
が
の
ど
か
に
移
り
、
秋
の
風
が
さ
わ

さ
わ
と
吹
き
渡
る
。
こ
れ
ら
季
節
の
景
物
に
詩
人
の
心
は
振
動
す

る
。
自
然
の
美
と
真
に
感
動
す
る
詩
情
は
人
間
の
自
然
に
対
す
る
贈

か
え

り
物
で
あ
り
、
自
然
が
感
興
(
詩
想
)
を
人
に
還
す
の
は
人
に
対
す

る
自
然
の
お
返
し
で
あ
る
。

か
く
一
一
一
一
口
う
相
互
作
用
は
、
万
物
交
感
の
意
識
が
な
け
れ
ば
成
立
し

な
い
。
右
の
春
日
の
旬
、
が
三
汁
経
』
図
風
七
月
の
句
で
あ
り
、
秋
風

の
匂
が
『
楚
辞
』
九
歌
山
鬼
の
匂
で
あ
る
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
よ

う
に
、
四
季
の
自
然
と
詩
人
の
交
感
は
、
中
国
文
学
の
初
期
か
ら
伝

統
と
な
り
、
中
国
文
学
の
骨
格
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

四

立
意
と
用
意
及
び
命
意

次
に
詩
論
に
用
い
ら
る
「
立
意
」
「
用
意
」
「
命
意
」
に
つ
い
て
み

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
ず
立
意
か
ら
検
討
す
る
。

立
意
は
『
史
記
』
に
「
立
意
較
然
」
(
刺
客
列
伝
費
)
と
見
え
、
「
決

心
」
の
ゆ
る
ぎ
な
い
こ
と
を
一
一
一
一
口
う
。
詩
に
関
し
て
は
、
空
海
の
『
文

鏡
秘
府
論
』
南
巻
、
論
文
一
念
の
中
に
、

九
詩
立
一
意
、
皆
傑
起
検
作
、
傍
若
無
人
、
不
須
怖
催
。
古
詩
云

「
古
墓
型
告
別
回
、
松
柏
擢
倍
加
薪
」
及
「
不
信
沙
場
苦
、
君
看
刀
箭

綴
ー
一
、
是
也
。

と
見
え
る
。
こ
の
立
意
は
引
用
句
か
ら
見
て
、
主
題
を
意
表
を
つ
く

構
想
と
表
現
で
示
そ
う
と
す
る
工
夫
を
さ
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

同
じ
唐
人
の
用
例
で
は
、
社
甫
の
詩
句
に
、

政
筒
移
風
速
設
は
簡
に
し
て
風
を
移
す
こ
と
速
く

立
一
意
新
詩
は
清
く
し
て
意
を
立
つ
る
こ
と
新
な
り

(
和
厳
中
丞
西
域
晩
跳
、
杜
詩
詳
註
巻
十
一
)
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と
あ
る
の
も
、
意
匠
の
立
て
方
の
新
し
さ
を
言
う
。
な
お
白
居
易
も

一
ー
所
謂
る
立
意
を
先
と
為
し
、
能
文
を
主
と
為
す
一
(
賦
賦
、
白
氏
文
集

巻
二
十
一
)
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
一
一
篇
の
構
想
を
立
て
る
こ
と

を
さ
寸
ノ

O

ち
な
み
に
右
の
社
甫
の
詩
句
を
江
西
詩
派
は
極
め
て
重
視
し
て
い



る
。
そ
の
詩
の
王
法
の
注
に
、

余
日
、
呂
氏
一
童
蒙
訓
、
老
社
詩
云
「
清
詩
立
一
意
新
」
最
是
作
詩

用
力
庭
、
議
不
可
循
習
練
ニ
一
一
口
、
只
規
募
蓄
作
。
魯
直
云
、
隠
人
作

計
、
終
後
人
。
又
一
五
、
文
章
切
忌
綴
人
後
。

と
あ
る
の
が
そ
の
関
の
事
構
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
人
の
後
に
従
っ

て
そ
の
風
に
倣
う
こ
と
や
、
探
言
に
な
ず
み
旧
作
を
手
本
と
し
て
い

て
は
他
の
詩
人
に
後
れ
を
と
る
。
詩
想
を
新
し
く
し
て
表
現
に
独
自

の
工
夫
が
必
要
だ
と
一
一
一
一
口
う
の
で
あ
る
。
江
西
詩
一
派
に
お
い
て
は
そ
の

工
夫
が
い
わ
ゆ
る
換
骨
奪
胎
で
あ
っ
た
。

玉
清
巻
六
で
は
「
立
意
深
遠
」
の
例
と
し
て
李
商
憾
の
七
律
「
錦

恋
」
全
第
を
引
い
た
上
で
、

山
谷
道
人
誤
此
詩
、
殊
不
境
其
意
。
後
以
関
東
坂
、
東
坂
一
玄
、

此
出
古
繁
志
、
云
錦
琵
之
借
用
器
也
、
其
絃
五
十
、
其
柱
如
之
、
其

粍
也
適
怨
清
和
。
案
李
詩
「
荘
生
暁
夢
、
迷
鮒
蝶
i

一
、
適
也
。
「
望
一
帝

春
心
託
社
関
」
、
怨
也
。
「
治
海
月
明
珠
有
涙
」
、
清
也
。
「
産
自
白

暖
玉
生
煙
」
、
和
也
。
一
筋
之
中
山
霊
其
念
、
史
裕
一
其
魂
遜
奇
古
、

信
然
。
(
綿
紫
雑
記
〉

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
李
商
怒
が
五
十
絃
の
訟
を
前
に
青
春
の
恋

を
追
憶
し
、
領
聯
と
頚
聯
の
句
に
得
恋
と
失
恋
の
感
情
を
故
事
を
用

い
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
詩
で
、
そ
の
理
解
に
つ
い
て
、
蘇
献
が
玄
の

メ
ロ
デ
ィ
の
特
質
で
あ
る
適
怨
清
和
の
四
種
を
た
く
み
に
織
り
こ
ん

だ
も
の
と
す
る
論
で
あ
る
。
そ
こ
に
措
辞
の
工
夫
を
認
め
、
恋
愛
感

情
と
い
う
本
来
と
り
と
め
の
な
い
も
の
を
惹
の
メ
ロ
デ
ィ
と
重
層
的

に
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
点
を
立
意
深
遠
と
評
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
「
用
意
i

一
は
、
一
般
的
に
は
意
向
・
意
図
の
意
味
で
用
い
、

動
詞
の
場
合
は
気
を
つ
け
る
、
意
味
を
こ
め
る
の
意
味
で
用
い
ら
れ

る
。
蘇
較
の
詩
句
に
見
え
る
、

天
公
用
一
意
巽
難
合
同
天
公
の
用
意
真
に
会
し
難
し

又
作
春
風
煽
漫
晴
又
春
風
繍
授
の
楕
を
作
す

(
雪
夜
、
詩
集
巻
十
四
)

こ
の
用
意
も
意
向
の
意
で
あ
る
。
玉
暦
巻
六
に
「
用
意
矯
深
」
の
例

と
し
て
韓
愈
の
五
絶
「
贈
問
遊
」
(
畠
繋
先
生
集
巻
九
)
を
引
い
て
一
一
一
一
口

〉つノ、
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附
相
関
遊
詩
「
喚
起
箆
を
一
曙
、
催
蹄
日
未
西
、
無
心
花
袈
鳥
、
更

興
章
構
席
。
」
山
谷
回
、
吾
克
時
毎
峨
此
詩
、
市
了
不
解
其
念
。

白
調
峡
川
、
吾
年
五
十
八
会
。
時
春
娩
、
億
此
詩
、
方
悟
之
。
喚

起
・
催
締
、
二
鳥
名
若
虚
設
、
故
人
不
鐙
耳
。
古
人
於
小
詩
用
意

精
深
如
此
、
況
其
大
者
乎
。
催
蹄
、
子
規
鳥
也
。
喚
起
、
整
如
絡

緯
、
間
一
縛
清
亮
、
偏
於
春
暁
鳴
、
亦
謂
之
春
喚
。
(
冷
斎
)

昇
按
、
此
詩
喚
起
・
催
筋
、
国
是
二
鳥
名
。
然
題
臼
鰭
向
遊
者
、

災
有
敬
一
立
。
蓋
菌
己
全
路
、
鳥
方
喚
起
、
河
其
遮
也
。
日
強
未
西
、

鳥
己
催
錦
、
何
其
蚤
也
。
量
二
鳥
無
心
、
不
知
向
遊
者
之
一
意
乎
。



一
史
輿
我
盤
情
市
階
、
早
喚
起
而
遅
催
蹄
可
也
。

こ
こ
で
黄
山
谷
が
感
心
し
て
い
る
の
は
喚
起
(
春
喚
)
と
催
帰
(
子

規
)
と
い
う
鳥
名
の
付
け
方
の
工
夫
(
意
味
を
主
に
し
た
虚
設
)
の

』

}

す

仏

カ

精
深
さ
に
対
し
て
で
あ
る
。

後
半
は
黄
昇
の
意
見
と
思
う
が
、
彼
は
詩
題
に
着
目
し
て
、
そ
こ

に
作
者
の
主
意
を
汲
み
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
春
の
日
永
に
友
と
十

分
に
野
遊
び
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
惜
し
み
歎
い
て
い
る
と

見
る
の
で
あ
る
。
起
き
ろ
起
き
ろ
と
目
覚
し
代
り
の
鳥
が
、
今
日
は

鳴
く
の
が
遅
く
寝
す
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
て
友
と
遊
び
に
出
れ

か
え
る
が
よ
い

ば
、
ま
だ
告
は
傾
か
な
い
の
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
不
如
帰
不
如
帰
と
鳴

く
。
こ
れ
で
は
心
楽
し
く
遊
ん
で
い
ら
れ
な
い
と
、
時
間
の
短
い
の

を
烏
の
せ
い
に
し
て
向
遊
者
に
挨
拶
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
気
持

を
暗
示
的
に
う
た
っ
た
点
に
用
意
の
精
深
さ
を
貰
昇
も
認
め
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

は
、
俗
語
で

古
く
は
絵
画
用
語
で
あ

最
後
に
「
命
意
」
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

は
趣
旨
と
か
寓
意
の
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、

っ
た
。

こ
の

李
昇
得
賠
張
珠
山
水
一
山
側
、
凝
玩
久
之
及
舎
去
。
後
乃
心
師
法

化
、
股
略
葎
羽
田
、
命
一
意
布
景
、
続
前
輩
風
斯
在
下
。
(
宣
和
画
諮
〉

こ
れ
は
、
人
の
画
は
手
本
と
せ
ず
、
造
化
を
師
と
し
て
自
得
し
た

題
想
を
形
に
し
て
い
く
と
言
う
の
で
あ
る
。
書
道
で
王
義
之
が
「
意

は
筆
先
に
在
り
、
然
る
後
に
字
を
作
す
」
(
題
衛
夫
人
筆
陣
図
後
、
全
晋

文
巻
二
十
六
〉
と
い
う
の
に
通
告
す
る
。

玉
屑
巻
六
に
は
「
東
城
工
於
命
意
」
の
小
項
目
で
、
蘇
棋
の
「
和

貧
土
詩
」
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
は
陶
淵
明
に
対
す
る
新
評
価
が
あ
る

と
す
る
花
混
の
『
潜
渓
詩
限
』
の
論
を
引
く
。
そ
の
末
輩
に
言
う
、

東
坂
作
文
工
於
命
景
、
必
超
然
溺
立
於
衆
人
之
上
。
非
如
昔
人

稿
淵
明
以
退
任
府
高
耳
、
故
叉
渡
明
如
此
。

こ
の
命
意
は
主
題
及
び
論
理
の
立
て
方
を
さ
す
。
ま
た
沼
温
は
別
の

条
で
や
は
り
蘇
絃
の
命
意
の
工
を
「
越
清
献
碑
」
を
実
例
と
し
て
説

い
た
後
に
「
此
れ
皆
世
人
の
能
く
到
る
所
の
者
に
非
ず
、
平
日
意
を

得
て
到
る
処
多
く
此
の
如
し
。
其
の
源
は
蓋
し
荘
子
に
出
づ
。
故
に

其
の
劉
伶
・
荘
子
・
玩
千
里
・
閤
立
本
を
論
ず
る
は
、
皆
世
人
の
意

外
に
於
い
て
別
に
限
目
を
出
だ
す
」
と
言
う
。
つ
ま
り
人
の
意
表
を

つ
く
新
見
解
を
命
意
の
内
容
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
日
頃
の
思
索
を

経
て
到
達
し
た
思
想
で
あ
り
、
常
人
の
及
ば
な
い
高
論
卓
説
な
の
で

ふの
7
(
V
O
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五

比
物
以
意
の
詩

上
述
の
立
意
・
用
意
・
命
意
は
、
意
に
お
い
て
当
然
共
通
点
を
含

ん
で
い
る
が
、
敢
え
て
区
別
す
れ
ば
順
に
着
想
、
詩
想
、
構
想
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
景
物
に
よ
る
輿
越
や
心
情
と
い
う
感
性
を
理



性
の
う
ち
に
と
り
こ
み
、
無
形
に
形
を
与
え
る
構
成
カ
を
意
と
言
い

換
え
て
も
よ
い
。
詩
句
に
お
い
て
そ
の
構
成
力
を
見
る
な
ら
ば
、
次

の
論
が
あ
る
。

唐
信
多
佳
旬
、
其
政
句
法
、
比
物
以
一
意
、
部
不
指
壬
一
ロ
其
物
、
語

之
象
外
句
。
如
無
可
上
人
詩
日
、
「
防
総
雨
寒
更
表
、
関
門
落
葉
深
。
」

是
以
落
葉
比
雨
盤
也
。
ハ
葱
洪
吋
冷
斎
夜
話
』
巻
ム
ハ
)

窓
洪
は
そ
の
著
『
天
蔚
禁
憐
』
に
も
こ
の
詩
句
を
引
き
「
一
夜
鷲

競
た
り
、
謂
え
ら
く
必
ず
や
雨
な
り
と
。
暁
に
及
べ
ば
廼
ち
葉
の
落

つ
る
な
り
。
其
の
境
絶
知
る
可
し
」
と
ニ
一
一
口
う
。

こ
の
詩
句
に
つ
い
て
、
わ
が
室
町
時
代
の
歌
論
書
『
正
徹
物
語
』

(注
4
)

に
「
杜
子
議
〈
が
詩
に
『
開
雨
寒
更
尽
、
関
門
落
葉
深
』
と
い
ふ
詩
の

あ
る
を
、
わ
れ
ら
が
法
替
の
老
僧
の
あ
り
し
が
、
点
じ
産
し
た
る
な

り
。
『
雨
と
き
く
』
と
点
じ
た
る
を
見
て
『
こ
の
点
わ
ろ
し
』
と
て

『
雨
を
き
く
』
と
た
だ
一
宇
は
じ
め
て
誼
し
た
り
。
『
雨
と
』
と
読
み

て
は
、
は
じ
め
か
ら
落
葉
と
知
り
た
る
に
て
、
そ
の
心
狭
し
。
『
雨

を
』
と
読
み
つ
れ
ば
、
夜
は
た
だ
ま
こ
と
の
雨
と
開
き
つ
れ
ば
、
五

一
史
す
で
に
尽
き
て
、
制
引
に
阿
川
を
関
、
き
て
み
れ
ば
、
一
市
に
は
あ
ら
ず
、

み
Me
り

務
業
ふ
か
く
瑚
に
散
り
た
り
。
こ
の
時
は
じ
め
て
お
ど
ろ
き
た
る
こ

そ
お
も
し
ろ
け
れ
己
と
見
え
る
。
こ
れ
は
テ
ニ
ヲ
ハ
か
ら
の
論
で

あ
り
、
恵
洪
の
は
比
擬
つ
ま
り
託
物
寓
意
か
ら
の
論
で
あ
る
と
い
う

い
は
あ
る
が
、
詩
境
の
追
求
に
お
い
て
姿
勢
は
一
つ
で
あ
る
。

構
成
力
(
命
意
〉
に
す
ぐ
れ
る
と
さ
れ
る
蘇
棋
の
詩
は
ど
う
か
。

蘇
詩
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
題
画
詩
を
一
言
挙
げ
て
み
よ
う
。

高
郵
陳
草
加
豹
定
士
重
履
二
首
・
其
一
(
詩
集
巻
二
十
四
〉

野
経
克
人
時
野
控
人
を
見
る
時

未
起
一
意
先
改
未
だ
起
た
ざ
る
に
意
先
ず
改
ま
る

君
従
何
露
看
君
何
の
処
よ
り
看
て

得
此
無
人
態
此
の
人
無
き
の
態
を
得
た
る

無
乃
稿
木
形
乃
ち
橋
木
の
形
ゆ
え
に

人
禽
南
告
在
人
と
禽
と
両
つ
な
が
ら
自
在
な
る
無
か
ら
ん
や

北
風
振
枯
葦
北
風
枯
葦
を
振
わ
し

徴
零
落
瑳
濯
徴
雪
落
ち
て
確
曜
た
り

惨
漁
雲
水
昏
惨
洛
と
し
て
雲
水
は
昏
く

品
焚
沙
榛
砕
品
焚
と
し
て
沙
穣
は
砕
な
り

℃
人
一
保
何
慕
て
人
慢
と
し
て
何
ぞ
慕
わ
ん

一
撃
紗
江
海
一
た
び
挙
が
れ
ば
江
海
に
紗
な
り

こ
の
詩
は
高
郵
相
郊
の
諌
処
土
の
躍
の
簡
に
題
し
た
も
の
で
、
画
家
の

限
を
通
し
て
捕
か
れ
た
禁
物
に
、
一
つ
の
解
釈
を
与
え
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
画
家
は
自
我
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
敏
感
な

艇
の
特
性
を
写
し
得
た
。
そ
れ
は
障
と
画
家
と
の
自
在
さ
が
交
流
を

可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。
き
び
し
い
環
境
に
あ
る
が
、
飛
開
印
す
れ
ば

猟
師
も
手
を
出
せ
な
い
自
由
の
身
、
そ
れ
は
官
に
拘
束
さ
れ
な
い
陳
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処
士
と
重
な
る
。
時
に
元
豊
七
年
、
銃
一
ア
偽
に
よ
る
賀
川
配
流
を
解
か

れ
た
蘇
献
は
常
州
に
隠
棲
す
べ
く
上
書
し
て
い
た
。
自
身
も
処
士
と

な
り
雁
と
な
れ
る
希
望
が
、
其
の
こ
に
「
衆
禽
紛
争
を
事
と
す
る

に
、
野
雁
独
り
関
潔
た
り
、
徐
ろ
に
行
き
て
意
に
自
得
し
、
術
仰
に

節
有
る
が
若
し
」
と
詠
じ
て
艇
に
隠
君
子
の
形
象
を
与
え
た
の
で
あ

る
。
回
に
よ
っ
て
純
化
さ
れ
た
野
雁
が
、
詩
に
よ
っ
て
更
に
純
化
さ

れ
た
存
在
感
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
説
理
の
傾
向
を
抑
え
、
慌

を
と
り
ま
く
景
物
を
明
確
に
描
き
な
が
ら
、
雁
の
意
を
捉
え
て
唐
詩

と
は
呉
な
る
詩
的
空
間
を
構
築
し
て
い
る
。

「
東
城
日
く
、
闘
を
諮
問
く
す
る
者
は
、
意
を
拙
き
て
形
を
画
か
ず
。

詩
を
諮
問
く
す
る
者
は
、
意
を
道
い
て
名
を
道
わ
ず
と
。
」
〈
元
、
王
構

『
修
辞
鍛
衡
』
〉
と
言
う
蘇
献
の
一
一
一
一
口
に
従
え
ば
、
ま
さ
に
「
物
は
一
理

な
り
」
の
具
現
化
が
そ
こ
に
あ
り
、
宋
人
こ
と
に
蘇
献
の
意
の
尊
重

が
、
心
情
の
領
域
と
理
知
の
領
域
と
の
架
橋
と
し
て
意
を
捉
え
て
い

た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

詩
は
本
来
、
「
情
」
を
源
泉
と
し
、
「
意
」
が
方
向
性
を
与
え
、

「
知
」
に
よ
っ
て
表
現
化
が
な
さ
れ
る
と
い
う
経
過
を
と
る
。
そ
の

過
程
で
、
意
が
情
を
増
幅
さ
せ
る
場
合
と
、
逆
に
意
が
協
同
を
抑
制
す

る
場
合
と
が
あ
る
。
総
じ
て
言
え
ば
宋
詩
は
後
者
の
傾
向
に
あ
る
と

言
え
よ
う
。

注(注
1
)

厳
羽
の
盛
麿
詩
と
宋
詩
に
つ
い
て
の
見
解
は
拙
論
「
行
情
の
復

権
ー
一
ハ
『
中
国
の
古
典
文
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
八
一
年
刊
、
所
収
)
を

参
照
。

(
注
2
)

テ
キ
ス
ト
は
清
の
王
文
詰
輯
註
、
コ
紙
献
詩
集
』
五
十
巻
、
中
華

護
局
、
中
居
古
典
文
学
基
本
叢
警
に
依
る
。
散
文
は
向
じ
叢
警
の
『
蘇
紙

文
集
』
七
十
一
巻
に
依
る
。

(
注
3
〉
六
一
・
混
公
・
中
山
と
角
書
き
し
た
『
宋
三
家
詩
話
』
一

mm
の
和

刻
本
が
文
化
十
一
一
一
年
九
月
に
京
都
、
大
坂
、
江
戸
の
書
障
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
そ
の
中
山
詩
話
は
「
以
意
為
主
」
と
作
る
。
下
文
か
ら
見
る
と
、
玉

屑
引
の
「
以
意
義
為
主
」
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

(注
4
)

「
杜
子
美
が
詩
」
は
正
徹
の
誤
り
で
、
無
可
の
「
秋
寄
従
兄
頁
島
」

と
題
す
る
五
律
の
額
聯
で
あ
る
。
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